
「
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
」の
汚
名
返
上
を

イラスト・中村　久美

　
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
は
、
分

子
生
物
学
的
な
発
が
ん
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
も
っ
と
も
解
明
さ
れ
て
い

る
が
ん
の
一
つ
で
す
。

　
性
交
渉
に
伴
う
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染

が
原
因
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
占
め

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
、
１
０
０
以

上
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、

型
、

型
に
代
表
さ
れ
る
「
ハ
イ

リ
ス
ク
型
」が
子
宮
頸
が
ん
の
他
、

肛
門
が
ん
や
咽
頭
が
ん
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
性
交
渉
に
よ
っ
て
子
宮
頸
部
の

細
胞
に
感
染
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
型

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
Ｅ
６
、
Ｅ
７
と
い
う
２

つ
の
異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成

し
ま
す
。
Ｅ
６
と
Ｅ
７
は
そ
れ
ぞ

れ
、
ｐ

と
Ｒ
ｂ
と
い
う
「
が
ん

抑
制
遺
伝
子
」
が
作
る
タ
ン
パ
ク

質
の
働
き
を
抑
え
ま
す
。

　
ｐ

遺
伝
子
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
傷
を

修
復
さ
せ
た
り
、
傷
が
多
い
細
胞

を
「
自
殺
」
に
追
い
込
ん
だ
り
、

細
胞
増
殖
の
周
期
を
止
め
た
り
し

ま
す
。
細
胞
の
が
ん
化
を
防
ぐ
司

令
塔
で
、
「
ゲ
ノ
ム
の
守
護
者
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
Ｒ
ｂ
は
最
初
に
発
見
さ
れ
た
が

ん
抑
制
遺
伝
子
で
、
「
網
膜
芽
細

胞
腫
」
の
原
因
遺
伝
子
で
す
。
こ

の
遺
伝
子
は
不
要
な
細
胞
分
裂
を

行
わ
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
作
る

Ｅ
６
、
Ｅ
７
に
よ
っ
て
、
ｐ

と

Ｒ
ｂ
の
が
ん
抑
制
遺
伝
子
の
機
能

が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
結
果
、
が
ん

化
が
進
む
わ
け
で
す
。

　
ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染

を
予
防
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
シ
ナ

リ
オ
で
す
。
現
在
、
定
期
接
種
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
予
防

ワ
ク
チ
ン
は
ガ
ー
ダ
シ
ル
、
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
の
２
つ
。
と
も
に
、

も
っ
と
も
危
険
な

型
、

型
の

ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を

予
防
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
一
時

８
割
近
か
っ
た
接
種
率
は
現
在
、

ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
低
迷
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
海
外
で
は
、

型
、

型
を
含
む
７
つ
の
ハ
イ
リ
ス
ク
型

Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
防
ぐ
シ
ル
ガ
ー
ド
９
が

主
流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
約
９
割
が
予
防
で
き
、
リ
ス
ク

は
１
割
程
度
ま
で
低
下
し
ま
す
。

　

以
上
の
国
と
地
域
で
承
認
さ

れ
て
お
り
、
米
国
で
は

〜

歳

の
「
男
女
」
に
定
期
接
種
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
先
週

か
ら
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接

種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
世

界
的
に
需
要
が
高
く
、
供
給
の
見

込
み
は
不
透
明
の
よ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
遅
れ
る
日

本
。
「
ワ
ク
チ
ン
後
進
国
」
の
汚

名
返
上
が
必
要
で
す
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）


